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Ⅰ 県立病院事業 

 

県立病院事業は、県民の健康保持のため、その多様な要望に応える医療を提供するとともに、県

内の医療水準の向上という目標に向け、県の基幹病院として、また地域の中核病院として期待され

ている役割を果たすべく鋭意運営に努めています。 

今回は、令和７年10月１日から令和８年３月 31日までの令和７年度下半期における県立病院事

業の概況、予算、経理の状況及び令和８年度の予算の状況などについてお知らせします。 

 

１ 事業の概況 
 

今期の県立病院の利用状況は第１表のとおりであり、前年度同期に比較すると入院患者では 

635人の減、外来患者では 5,441人の増となっています。 

 

第１表 令和７年度下半期患者利用状況 

 

 

２ 経理の状況 
 

令和７年度における収入及び支出の状況は第２表のとおりです。 

 

第２表 令和７年度病院事業会計経理状況 

 

 

(単位:人）

中 央 病 院 丸 亀 病 院 白 鳥 病 院 計

入 院 患 者 数 67,636 16,437 14,257 98,330 98,965 △ 635

外 来 患 者 数 116,707 13,617 33,210 163,534 158,093 5,441

計 184,343 30,054 47,467 261,864 257,058 4,806

前年度
同　期

差引増減区 分
病　　院　　別

(1) 収益的収入及び支出 （単位：千円、％）

区分 比率Ｂ／Ａ

29,170,470 29,033,937 99.5

医 業 収 益 23,438,344 23,302,432 99.4

医 業 外 収 益 5,612,473 5,611,565 100.0

特 別 利 益 119,653 119,940 100.2

32,762,960 31,873,068 97.3

医 業 費 用 31,333,993 30,520,987 97.4

医 業 外 費 用 1,085,031 1,072,248 98.8

特 別 損 失 343,936 279,833 81.4

病 院 事 業 収 益

病 院 事 業 費 用

予   算   額   Ａ 執行（見込）額Ｂ科 目

収
　
　
入

支
　
　
出
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３ 予算の状況 

 

令和８年度当初予算の概要 

（1） 患者見込数 

年間患者数は、入院 213,893人、外来 334,250人、合計 548,143人（対前年度比 0.7％減）で、

１日平均にすると、入院 586人、外来1,387人、計1,973人の見込みです。 

（2） 収益的収入及び支出 

事業収益の予算は、313億 8,340万円（対前年度比 3.7％増）、事業費用の予算は、331億 635万

円（対前年度比2.1％増）で、本年度における収益的収支は 17億2,295万円の赤字となっています。 

（3） 資本的収入及び支出 

医療の質や安全性の向上、業務の効率化を図るため、中央病院において全身用 X線CT診断装置

等を、丸亀病院において生化学自動分析装置等を、白鳥病院において 3次元眼底像撮影装置等を整

備するなど、建設改良費として 9億9,937万円を計上しています。 

 

(2) 資本的収入及び支出 （単位：千円、％）

区分 比率Ｂ／Ａ

2,580,997 2,272,128 88.0

企 業 債 1,499,000 1,191,000 79.5

出 資 金 487 210 43.1

他会計から の長 期借 入金 50,729 50,137 98.8

補 助 金 103,845 103,845 100.0

負 担 金 926,936 926,936 100.0

3,535,310 3,223,294 91.2

建 設 改 良 費 1,675,666 1,363,735 81.4

企 業 債 償 還 金 1,828,909 1,828,909 100.0

他会計からの長期借入金返還金 30,650 30,650 100.0

国 庫 補 助 金 返 還 金 85 0 皆減

支
　
　
出

資 本 的 支 出

科 目

資 本 的 収 入

収
　
　
入

予   算   額   Ａ 執行（見込）額Ｂ
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第３表 令和８年度県立病院事業会計予算 

 

 

 

 

  

(1) 収益的収入及び支出 （単位：千円、％）

区分
令 和 ８ 年 度
当 初 予 算 額

Ａ

令 和 ７ 年 度
当 初 予 算 額

Ｂ

増 減 額
（Ａ－Ｂ）Ｃ

増 減 率
Ｃ ／ Ｂ

31,383,401 30,258,828 1,124,573 3.7

医 業 収 益 26,217,034 25,266,866 950,168 3.8

医 業 外 収 益 5,032,210 4,896,133 136,077 2.8

特 別 利 益 134,157 95,829 38,328 40.0

33,106,346 32,419,066 687,280 2.1

医 業 費 用 31,982,914 31,003,951 978,963 3.2

医 業 外 費 用 1,109,976 1,071,372 38,604 3.6

特 別 損 失 13,456 343,743 △ 330,287 △ 96.1

病 院 事 業 収 益

病 院 事 業 費 用

科 目

収

入

支

出

(2) 資本的収入及び支出 （単位：千円、％）

区分
令 和 ８ 年 度
当 初 予 算 額

Ａ

令 和 ７ 年 度
当 初 予 算 額

Ｂ

増 減 額
（Ａ－Ｂ）

Ｃ

増 減 率
Ｃ ／ Ｂ

1,990,668 2,775,437 △ 784,769 △ 28.3

企 業 債 773,000 1,620,000 △ 847,000 △ 52.3

出 資 金 798 544 254 46.7

他 会 計 か ら の 長 期 借 入 金 67,572 81,848 △ 14,276 △ 17.4

補 助 金 147,875 135,801 12,074 8.9

負 担 金 1,001,423 937,244 64,179 6.8

3,068,033 3,731,716 △ 663,683 △ 17.8

建 設 改 良 費 999,367 1,851,541 △ 852,174 △ 46.0

企 業 債 償 還 金 2,029,456 1,844,709 184,747 10.0

他会計からの長期借入金返還金 39,210 35,466 3,744 10.6

収

入

資 本 的 支 出

科 目

資 本 的 収 入

支

出
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４ 経営健全化に向けての取組み 

 
県立病院の経営は、人口減少、少子高齢化の進展による医療需要の変化のほか、国の医療費抑制

や働き方改革の推進、さらには新型コロナウイルス感染症等の新たな感染症の影響など、医療を取

り巻く環境が大きく変化していく状況においても、常に企業の経済性を発揮するとともに、その本

来の目的である公共の福祉を増進し、安定した経営の下で良質な医療を継続して提供することが求

められています。 

そのため、３つの県立病院の現状を分析し、それぞれの病院が抱える課題を整理した上で、各県

立病院の医療機能の充実と経営基盤の強化に取り組んでいます。 

令和８年度の主な取組みは、次のとおりです。 

 

（１）良質な医療サービスの提供 

   地域の医療機関等との適切な役割分担の下、医療機能の充実・強化を着実に進めるとともに、

医療の安全の確保、質の向上を図ります。また、患者中心の医療を推進するとともに、県立病

院が有する知識や経験を地域の医療機関等に還元することで地域医療の充実に取り組みます。 

   ・医療の質や安全性の向上を図るため、各病院の機能や特性に応じた医療器械の整備等 

 

（２）医療人材の確保・育成 

   勤務環境の改善や研修の充実などにより、優秀な医療従事者の確保・育成に努めます。 

   

（３）感染症・災害等への対応力の強化 

   感染症の拡大時における迅速かつ機動的な対応、大規模災害の発生時における継続的な医療

提供体制の確保など、県立病院の危機対応力の強化に努めます。 

 

（４）安定的な病院経営の確立 

経営力を強化するとともに、収益の確保、費用の適正化に取り組み、資金収支の改善を図り

ます。 

・外部専門家で構成する経営評価委員会の開催などによる経営力の強化 

・診療報酬制度への戦略的取組などによる収益の確保と、材料費の節減などによる費用の適

正化 
 

 

 

  


